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ふるさとの歴史の道「陶の道」を歩く

教科・領域 総合的な学習の時間 周南市立富田中学校１学年

キャリア教育の観点

「陶の道」を歩く体験活動は、事前学習や当日の活動において、地域の方や教育委員会の

協力をいただきながら、身近な地域を知るとともに、生徒同士や地域の方々のつながりを

意識することで、自己有用感や所属感を味わう活動です。ねらいは次の４つです。

①郷土の歴史の道を実際に歩くことにより、身近な地域を知り、興味関心をもつ。

②生徒同士や地域の方々との触れあいを深め、人とのつながりの意識を高める。

③集団におけるルールを身に付け、安全や公衆道徳への意識を高める。

④地域協力者との連携により、地域行事に積極的に参加する意識を育てる。

【人間関係形成・社会形成能力】【自己理解・自己管理能力】

事前準備

（１）宿泊学習をとおして

４月に山口徳地青少年自然の家で、宿泊学習を行うが、入学して間もないことから生徒

同士の人間関係の構築を第一に考え、主に次の活動を行った。

・学年全体で行う行事の目的を理解し、行事の企画、立案、実施方法を考える。

・学年全体で行う活動を決定し、課題を見つけ、それを個人やグループで解決していく。

・班新聞を作成し、発表会を行う。

（２）地域を知る

８月に行われる地域のイベント～サンフェスタしんなんよう～を通じて、新南陽のまち

について調べる活動を行った。以下の手順で実施し、より

深く地域を知る一つのきっかけにしている。

・共通の興味、関心をもった生徒でグループを作り、

課題を設定する。

・グループでの課題を解決するために、調査研究を

行う。

・発表の形態を決定し、文化祭の場で発表する。(紙面発表の班あり）

（３）ジャンボ紙芝居 講演会、紙芝居日程

１２月に中世の郷土の武将「陶氏」に焦点をあて、 ①開式の言葉、講師紹介

陶氏に関わる学習を進めていく。その中で、陶氏に ②ジャンボ紙芝居上演

ついてまとめてあるジャンボ紙芝居を地域の方（講 ③講師の方の講演

師）の協力のもとに鑑賞し、陶氏について理解を深 ④お礼の言葉

めていく。 ⑤閉式の言葉

・事前に講師の方と打合せを行う。
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「陶の道」を歩く 当日

例年、３月に実施している。山間部を歩くので、 タイムテーブル

寒さもあり、健康面で不安があるが、一年間のまと ８：３０ 出発式

めとして、また地域や保護者の方、さらには３年生 ８：４５ 富田中学校 出発

が卒業した後なので３年の先生方の協力を得やすい ９：２０ 福川駅

この時期に実施している。 １０：１５ 若山山頂

生徒は各クラス別に、担任の先導のもと歩いてい 「陶の道」

くことになる。福川本陣や若山城、山崎八幡宮や勝 １２：４５ 小畑小学校（昼食休憩）

栄寺などといった史跡を巡り、自分たちが調べた場 １４：２０ 富岡公園、陶氏館跡

所に実際に行くことで、感慨も深く、理解も深まる １５：３０ 山﨑八幡宮

と考える。また、４月から培ってきた友人関係も深 １６：００ 勝栄寺

まり、友人の新たな一面に気付く生徒も多い。 １６：３０ 解散

十数キロもの長い道のりを友人と協力しながら歩

くことは、大変意義深いものだといえる。

（１）教師による事前準備

・事前に「陶の道」を歩くことにより、コースの確認や

危険箇所を把握した。

・地域の方や教育委員会の協力を得て、説明をしていた

だきながら歩くことにより、地域をより深く知ること

ができる。担当者間での打合せを十分に行った。

・保護者ボランティアの方に一緒に歩いていただき、交

通整理や体調不良を訴える生徒についての連絡をして

いただいた。全行程を歩いた保護者もおられれば、一

部の行程を歩いた保護者もおられた。平成２４年度は、

１１名の保護者の協力を得ることができ、事前打合せ

も１度行った。

（２）生徒の役割分担

・実行委員を募り、実行委員で運営していくことを基本に行った。当日までに、クラス旗の

製作や行程の確認、危険箇所などの把握を行った。主な役割としては、出発式や解散式で

の司会、地域や保護者の方へのお礼のことばであるが、リーダーとしての自覚をもたせる

ことにより、達成感や充実感を味わった生徒も多かった。

まとめ

「陶の道」を歩く終了後、生徒は感想と地域の方や保護者の方へのお礼の手紙を書いた。

１年間を通して地域について調べてきたこと、発表してきたことなどをまとめた。時期的に発

表会を開催することが難しいので、個人でのまとめとなった。

１年生の総合的な学習の時間のテーマ「地域を知る」にふさわしいまとめとなっているもの

が多く、生徒の感想から人と人との関わり方や、地域に多くある自分たちの知らなかった史跡

などを学んだことが伺えた。
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考察・課題

生徒にとっては、友人関係を築いていく上で、これらの諸行事は貴重な経験となっている。

また、一日かけて長い距離を歩くことで達成感もあり、これからの生活に生かされるはずであ

る。何より「自分はできる」と肯定的に捉えられるようになることは、大変意義深いものであ

る。また、地域や保護者の方と共に活動することで、地域のボランティア活動へ積極的に参加

する意識も高くなった。

課題としては、やはり安全面があげられる。携帯電話の通じない場所もあり、約２００名の

生徒が歩く中でも、道に迷う生徒もいた。伝統的な行事となってきているので、地域の方との

折衝や打合せはスムーズになっているが、担当教師の負担も大きい。さらに保護者や地域の方

の協力が、得られるようにしていく必要があると考えられる。

全体計画との関連

本活動におけるキャリア教育の視点としては、様々な人々とのコミュニケーションを図り、

協力して課題に取り組むことである。また、人間関係形成・社会形成能力として、集団や組織

の中でコミュニケーションを図り、豊かな人間関係を築いていく能力や互いを認め、尊重し合

うために、他者の個性や価値観を理解する能力を高めること、自己理解・自己管理能力として、

自己の個性・能力・適性を理解し、自己分析を通して内的な進化を図り、自分の考えや感じ方、

感情を伝えるために、豊かに表現する能力を高めることとしている。

総合的な学習の時間に、保護者や地域との連携を図りながら、生徒の感想や保護者、地域の

方の気づき、教員の反省をふまえて次年度に生かしている。

本活動のキャリア教育全体の中での位置づけを、次に示している。

富田中学校 キャリア教育全体計画

学校教育目標：明るく、健康で、思いやりがあり、自ら考え努力する生徒の育成

めざす生徒像 チャレンジ目標

★自ら気づき、考え、行動できる生徒 ○求めて学ぶ！

★決まりを守り、協力して明るい集団生活を ○ One for All,All for One！

築ける生徒 ○和顔愛語！

★夢の実現に向け、粘り強く努力できる生徒

★人の心の痛みがわかり、自他の生命と人権

を尊重する生徒

キャリア教育目標：学校教育全体を通じて、将来への夢をもち、自分の個性や適性な

どの理解を深め、伸長に努めながら、自分に適した進路選択ができる力を養い、目標

に向かって努力する生徒を育てる。

キャリア 夢づくり：夢や希望 働くことの意味：学ぶ 人とのかかわり：様々

教育の視 をもって、前向きに ことや働くことの意義 な人々とコミュニケー

点 自分の将来を設計す を理解し、自己の進路 ションを図り、協力し

る意欲を高める。 や生き方を考える。 て課題に取り組む。
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キャリア発達課題

人間関係形成 ○集団や組織の中で、コミュニケーションを図り、豊かな人間関

社会形成能力 係を築いていく能力

○互いを認め、尊重し合うために、他者の個性や価値観を理解する

能力

自己理解・自 ○自己の個性・能力・適性を理解し、自己分析を通して内的な進

己管理能力 化を図る能力

○自分の考えや感じ方、感情を伝えるために、豊かに表現する能力

課題対応能力 ○学校と社会・職業生活の関連の中で、働くことの意義や役割など

について理解を深めていく能力

キャリアプラ ○将来の生き方を思い描き、将来を計画し、選択・決定していく能

ンニング能力 力

指導時間

各教科 道徳 特別活動 総合的な学 ボランティア

学級活動 学校行事 生徒会活動 習の時間 活動等

学年 学習テーマ 目 標

・自然の中での宿泊学習において、仲間との協同

地域を知る 的なかかわり合いを通じて、課題を解決してい

○宿泊学習 く主体的態度を育てる。

１年 ○地域学習 ・地域の歴史や現在について探究し、問題解決能 関

家 ○「陶の道」 力を育てる。 係

庭 を歩く ・地域の人々との触れ合いにより、郷土愛や誇り 機

・ をもたせる。 関

地 ・「ヒロシマ」に対する関心を深め、探究活動を ・

域 地域に学ぶ 通じて、平和の大切さについて考えさせ、自他 団

と ○平和学習 の生命を尊重させる。 体

の ２年 ○職場体験 ・地域で働く人々から、働くことや学ぶことの意 と

連 学習 義を理解させる。 の

携 ・職場体験学習を通じて、自分の資質や今後の課 連

題を見つめさせる。 携

・日本の文化に直接触れ、探究活動を通じて理解

地域に立つ を深めさせる。

３年 ○修学旅行 ・都市と地方との関係や外から見た地域の現実を

○進路学習 理解させる。

・地域と関わり生きる中で、将来の自分の生き方

を考えさせ、自分の進路に希望をもたせる。


